
乾土を28日間培養して発現してくる無機態窒素を測定
するが、操作が煩雑で時間もかかることから、簡易法が
農研機構から報告された。
今号では、肥料研究室で取り組んだ、可給態窒素量を
考慮した施肥設計に補給型施肥が可能か検証内容を紹介
する。なお、本研究は、農林水産省委託プロジェクト研
究「生産コストの削減に向けた効率的かつ効果的な施肥
技術の開発」で得られた成果の一部である。

　 食用米と飼料用米で補給型施肥を検証

補給型施肥とは、収穫や溶脱などで圃場から持ち出さ
　試験の結果、補給型施肥区の生育・収量は、高地力圃
場と低地力圃場のいずれも慣行と概ね同等であり、可給

　 今後の課題と展望
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図１　 可給態窒素量を活用した補給型施肥および慣行施肥時の
収量の比較

　　　  「モミロマン」は４ヵ年、「キヌヒカリ」は３ヵ年で試験を実施
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№ 品種 施肥方法 可給態窒素
（mg/100ｇ）

施肥窒素量
（㎏/10ａ） 窒素肥料内訳

１
モミロマン

補給型
25.3（高地力） ９ 基肥５㎏、穂肥２㎏、実肥２㎏

２ 10.4（低地力） 21 基肥11㎏、穂肥５㎏、実肥５㎏
３ 慣行 25.3（高地力） 12 基肥６㎏、穂肥３㎏、実肥３㎏
４

キヌヒカリ
補給型

25.3（高地力） ３ 基肥２㎏、穂肥１㎏
５ 10.4（低地力） 12 基肥６㎏、穂肥６㎏
６ 25.3（高地力）慣行 ５ 基肥３㎏、穂肥２㎏

項目
モミロマン キヌヒカリ

高地力
補給型

低地力
補給型

高地力
補給型

低地力
補給型

目標粗玄米重（㎏/10ａ） 680 550

総窒素吸収量（㎏/10ａ）＊１ 17.7 11.2

総籾数（粒/㎡）＊１ 45,202 30,102

土壌由来窒素吸収量（㎏/10ａ）＊２ 13.4 6.8 9.8 5.0

施肥由来窒素吸収量（㎏/10ａ）＊３ 4.3 10.9 1.5 6.2

窒素施肥量（㎏/10ａ）＊４ 9.0 21.0 3.0 12.0


